
令
和
六
年

は
、
村
山
市

制
施
行
七
十

周
年
と
い
う

記
念
す
べ
き

年
で
し
た
。
式
典
で
は
、
映
画
監

督
の
村
川
透
氏
と
芸
文
協
の
顧
問

で
書
道
家
の
齋
藤
湖
舟
氏
が
名
誉

市
民
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　

ま
た
、
芸
文
協
発
足
六
十
年
と

い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
れ
を
記
念
し
、
シ
ン

ボ
ル
事
業
と
し
て
美
術
館
に
て
、

「
最
上
川
展
〜
小
松
均
・
真
下
慶

治
が
愛
し
た
母
な
る
川
〜
」
と
市

民
会
館
に
て
「
第
九
演
奏
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
美
術
館
で

は
お
二
人
の
巨
匠
の
雄
大
に
描
か

れ
た
最
上
川
に
感
動
を
新
た
に
し

た
次
第
で
す
。

ま
た
、
二
〇
二
四
年
は
第
九
が

ウ
イ
ー
ン
で
初
演
さ
れ
て
二
〇
〇

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
も

あ
っ
た
の
で
す
。
山
響
名
誉
指
揮

者
の
黒
岩
英
臣
氏
の
指
揮
と
県
内

に
ゆ
か
り
の
あ
る
ソ
リ
ス
ト
四
名
、

そ
し
て
合
唱
団
募
集
に
応
じ
た
む

ら
や
ま
「
第
九
を
歌
う
会
」
の
メ

ン
バ
ー
一
〇
七
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
フ
ロ
イ
デ
（
歓
喜
）
で
始
ま

る
合
唱
は
、
地
球
上
の
す
べ
て
の

人
々
は
同
胞
で
あ
る
、
分
断
さ
れ

て
し
ま
っ
た
人
々
が
一
つ
に
な
る
、

つ
ま
り
世
界
の
平
和
を
願
う
曲
で

も
あ
り
ま
す
。
第
九
の
精
神
は
、

「
自
由
」「
平
等
」「
博
愛
」
で
す
。

「
歓
喜
の
歌
」
は
ま
さ
し
く
音
楽

の
力
で
平
和
を
訴
え
る
曲
で
す
。

私
は
、
演
奏
が
終
わ
っ
て
客
席
か

ら
「
ブ
ラ
ボ
ー
」
の
声
を
聞
い
た

途
端
、
感
動
の
涙
を
浮
か
べ
た
こ

と
を
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
他
、
上
部
写
真
で
紹
介
し

て
い
る
「
ア
ク
ト
ザ
ー
ル
・
Ｍ
感

謝
の
集
い
」
や
芸
文
協
各
団
体
の

工
夫
と
力
を
込
め
た
素
晴
ら
し
い

発
表
・
展

示
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

多
く
の
市

民
の
皆
さ

ま
に
足
を

運
ん
で
い

た
だ
き
本

当
に
有
り

難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

10年の節目を祝う　アクトザール.M　感謝のつどい10年の節目を祝う　アクトザール.M　感謝のつどい

村
山
市
芸
術
文
化
協
議
会
会
長　

伊
　
藤
　
大
　
藏

記
念
す
べ
き
年
と
芸
術
文
化
の
関
わ
り

第九演奏会公演後、みんなで記念撮影第九演奏会公演後、みんなで記念撮影
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村
山
市
制
施

行
七
十
周
年
を
記

念
し
、
十
二
月
一

日
に
第
六
十
回
村

山
市
芸
術
祭
の
シ

ン
ボ
ル
事
業
「
第

九
演
奏
会
」
を
村

山
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。
企
画
は

社
会
音
楽
連
盟
を

中
心
に
結
成
さ
れ

た
『
む
ら
や
ま

「
第
九
を
歌
う

会
」』（
伊
藤
大
藏

実
行
委
員
長
）
で

す
。今

回
の
演
奏
会

で
は
指
揮
者
に
山

形
交
響
楽
団
名
誉

指
揮
者
の
黒
岩
英

臣
氏
を
、
ソ
リ
ス

ト
に
は
地
元
山
形

に
所
縁
の
あ
る
声

楽
家
、
本
市
出
身

の
齊
藤
智
子
さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
）
を

は
じ
め
、
松
浦
恵

さ
ん
（
メ
ゾ
ソ
プ

ラ
ノ
）、
宮
下
通

さ
ん
（
テ
ノ
ー
ル
）、
鈴
木
集
さ

ん
（
バ
ス
）
の
四
名
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。
山
形
交
響
楽
団
に
よ
る

演
奏
会
は
午
後
三
時
開
演
で
二
部

構
成
。
第
一
部
で
は
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
「
コ
リ
オ
ラ
ン
」
序
曲

ハ
短
調
作
品
六
二
を
、
休
憩
を
挟

ん
だ
第
二
部
で
は
交
響
曲
第
九
番

ニ
短
調
【
合
唱
付
き
】
作
品
一
二

五
を
演
奏
し
ま
し
た
。

合
唱
団
員
の
募
集
は
昨
年
の
年

明
け
か
ら
開
始
し
、
百
名
以
上
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
練

習
開
始
は
六
月
。
菅
野
年
央
先
生

の
指
導
の
下
、
週
一
回
、
半
年
間

に
渡
り
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

合
唱
団
員
の
う
ち
、
三
分
の
一
ほ

ど
は
未
経
験
の
方
で
し
た
。
非
常

に
ハ
ー
ド
な
練
習
で
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
が
半
年
間
全
力
で
取

組
み
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お

か
げ
で
「
第
九
演
奏
会
」
は
大
盛

況
、
万
雷
の
拍
手
と
喝
采
の
中
で

幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

村
山
市
で
最
初
に
第
九
の
公
演

を
行
っ
た
の
は
四
十
年
前
、
昭
和

五
十
九
年
に
開
催
し
た
「
第
九
の

夕
べ
」
で
す
。
こ
れ
は
村
山
市
制

施
行
三
十
周
年
記
念
行
事
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
と
し
て
、
山
形
交
響
楽
団

と
共
に
市
民
合
唱
団
が
第
九
を
歌

う
と
い
う
企
画
で
し
た
。
当
時
村

山
市
に
本
格
的
な
混
声
合
唱
団
が

今
年
度
、
最
上
川
美
術
館
は
開

館
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
開
館
当
時
の
真
下
慶

治
記
念
美
術
館
以
来
の
べ
十
五
万

人
以
上
の
来
館
者
に
恵
ま
れ
、
多

く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
地
域
に

と
っ
て
芸
術
文
化
の
拠
点
と
し
て

愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
第
六
十
回
村

山
市
芸
術
祭
シ
ン
ボ
ル
事
業
と
し

て
「
最
上
川
展
〜
小
松
均
・
真
下

慶
治
が
愛
し
た
母
な
る
川
〜
」
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
上
川
を
冠
し
た
美
術
館
に
ふ
さ

わ
し
い
記
念
展
と
し
て
、
山
形
県

の
母
な
る
川
を
テ
ー
マ
に
描
い
た

郷
土
の
二
人
の
画
家
（
日
本
画

家
・
小
松
均
、
洋
画
家
・
真
下
慶

治
）
の
展
覧
会
を
開
催
で
き
た
こ

と
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

令
和
六
年
九
月
六
日
（
金
）
か

ら
十
月
十
五
日
（
火
）
ま
で
の
開

催
期
間
中
の
来
館
者
数
は
一
、二

〇
五
名
と
大
変
多
く
の
市
民
の
皆

様
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
九
月
十
四

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、「
二
人
の
画
家
が

描
い
た
最
上
川
の
魅
力
に
迫
る
」

を
テ
ー
マ
に
作
品
鑑
賞
と
画
家
の

生
涯
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
講
師
と
し
て

山
形
美
術
館
副
館
長
兼
学
芸
部

長
・
岡
部
信
幸
氏
、
大
石
田
町
立

歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
・
大
谷

俊
継
氏
、
最
上
川
美
術
館
顧
問
・

真
下
清
美
氏
、
司
会
に
同
館
館
長

西
塚
裕
樹
氏
の
四
名
に
よ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
三
十
名
以
上
の
参

加
者
と
な
り
大
盛
況
で
し
た
。

さ
ら
に
九
月
二
十
八
日
（
土
）・

二
十
九
日
（
日
）
両
日
午
前
・
午

後
の
計
四
回
開
催
さ
れ
た
「
ア
ト

リ
エ
参
観
日
」
で
は
、
村
山
市
大

芸
術
文
化
を
未
来
に
つ
な
ぐ

�

最
上
川
美
術
館　

館
長　

西
　
塚
　
裕
　
樹



第
九
演
奏
会
を
終
え
て

�

む
ら
や
ま
「
第
九
を
歌
う
会
」
実
行
委
員
会
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な
い
中
で
、
募
集
に
は
実
に
二
百

名
も
の
合
唱
団
員
が
集
ま
り
、
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
は
多
数
の
観
客

で
超
満
員
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

「
第
九
の
夕
べ
」
の
成
功
か
ら
有

志
が
集
ま
り
、
村
山
市
に
混
声
合

唱
団
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
現

在
に
至
る
ま
で
の
「
合
唱
の
盛
ん

な
村
山
市
」
と
い
う
特
色
を
決
定

づ
け
た
出
来
事
で
あ
っ
た
と
感
じ

ま
す
。

次
に
村
山
市
芸
術
文
化
協
議
会

設
立
四
十
周
年
記
念
芸
術
祭
シ
ン

ボ
ル
事
業
と
し
て
「
第
九
を
歌
う

会
」
を
開
催
し
た
の
が
平
成
十
六

年
十
二
月
十
二
日
で
す
。「
第
九

の
夕
べ
」
か
ら
二
十
年
後
で
す
が
、

平
成
五
年
九
月
に
県
芸
文
の
創
立

三
十
周
年
事
業
と
し
て

県
民
大
合
唱
「
第
九
を

歌
お
う
」
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
こ

れ
に
村
山
市
芸
文
協
も

参
加
し
て
い
ま
し
た
か

ら
、
体
感
と
し
て
は
約

十
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ

以
来
、
村
山
市
で
は
村

山
市
制
施
行
の
節
目
の

年
に
芸
術
祭
の
シ
ン
ボ

ル
事
業
と
し
て
山
形
交

響
楽
団
と
第
九
を
歌
う

演
奏
会
が
、
十
年
に
一

度
の
恒
例
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

第
九
の
公
演
に
は
多

く
の
合
唱
団
員
の

参
加
と
長
期
間
の

練
習
が
必
要
で
す
。
大
舞
台

で
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共

演
は
た
い
へ
ん
得
難
い
貴
重

な
経
験
で
あ
り
ま
す
。
普
段

の
生
活
の
中
で
、
そ
れ
ま
で

か
か
わ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

人
と
も
一
緒
に
何
か
月
も
歌

い
、
共
に
団
結
し
て
向
上
を

図
り
、
よ
り
よ
い
演
奏
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。
重
ね
て

き
た
そ
の
努
力
が
本
番
で
す

ば
ら
し
い
感
動
を
産
み
、
次

の
十
年
の
連
帯
を
創
出
し
て

き
た
の
で
す
。

ま
た
「
第
九
の
夕
べ
」
の

時
代
か
ら
合
唱
団
員
の
募
集
に
は

村
山
市
民
の
み
な
ら
ず
、
東
根
、

尾
花
沢
、
大
石
田
、
天
童
、
山
形

な
ど
、
他
の
自
治
体
の
合
唱
団
や

音
楽
経
験
者
か
ら
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
他
市
町
村
の
仲

間
と
の
交
流
の
広
が
り
は
、
こ
れ

か
ら
の
芸
文
協
の
活
動
の
あ
り
方

を
見
直
し
、
改
善
し
て
い
く
き
っ

か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。
今
回
の

「
第
九
演
奏
会
」
で
生
ま
れ
た
音

楽
の
輪
は
、
村
山
市
の
音
楽
文
化

の
向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

淀
に
あ
る
真
下
慶
治
の
ア
ト
リ
エ

を
会
場
に
奥
様
の
真
下
清
美
氏
か

ら
貴
重
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
お
話
を

聞
く
会
と
な
り
、
眼
前
に
広
が
る

雄
大
な
最
上
川
を
眺
め
な
が
ら
の

楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

村
山
市
を
流
れ
、
山
形
県
の
母

な
る
川
・
最
上
川
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
最
上
川
美
術
館
で
、
こ

の
記
念
展
を
開
催
で
き
た
こ
と
は
、

郷
土
出
身
の
日
本
画
、
洋
画
二
人

の
画
家
を
広
く
紹
介
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
二
人
の
画
家
の
代
表
作

を
ま
と
め
て
鑑
賞
で
き
る
大
変
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
時
代

を
経
て
も
な
お
二
人
の
画
家
が
生

涯
を
か
け
て
描
い
た
最
上
川
作
品

は
、
私
た
ち
の
心
に
残
り
深
く
刻

ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
期
間
中
、

地
元
の
中
学
生
（
葉
山
中
三
年
生
、

楯
岡
中
美
術
部
）
に
も
じ
っ
く
り

時
間
を
か
け
て
鑑
賞
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
は
、
郷
土
愛
を
醸
成
し
、

芸
術
文
化
の
花
を
咲
か
せ
、
未
来

を
切
り
拓
く
一
歩
に
な
る
と
確
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
人

の
画
家
が
こ
よ
な
く
愛
し
描
い
た

母
な
る
川
・
最
上
川
は
、
今
も
そ

の
美
し
く
雄
大
な
景
観
と
と
も
に

悠
久
の
流
れ
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

記
念
展
の
た
め
に
貴
重
な
収
蔵
作

品
を
快
く
お
貸
し
く
だ
さ
っ
た
山

形
美
術
館
、
大
石
田
町
立
歴
史
民

俗
資
料
館
、
酒
田
市
松
山
文
化
伝

承
館
を
は
じ
め
ご
支
援
ご
協
力
い

た
だ
い
た
村
山
市
芸
術
文
化
協
議

会
、
関
係
各
位
に
心
よ
り
深
く
御

礼
申
し
上
げ
結
び
と
い
た
し
ま
す
。
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第
六
十
回
村
山
市
芸
術
祭
は
、
九
月
六
日
開
始
の
「
最
上
川
展 

～
小
松
均
・
真
下
慶
治
が
愛
し
た
母
な
る

川
～
」
を
皮
切
り
に
、
十
二
月
十
四
日
の
「
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ
２
０
２
４
」
ま
で
の
約
三
か
月
、
村

山
市
民
会
館
を
は
じ
め
市
内
各
施
設
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
趣
向
を
こ
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
や
展
示
に
訪
れ
た
お

客
様
は
、
思
い
思
い
に
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

第
60
回  

村
山
市

会
期
　
令
和
六
年
九
月
六
日
～
十
二
月
十
四
日
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吟友会吟詠大会　女性たちの詩吟吟友会吟詠大会　女性たちの詩吟

美術連盟美術展　彩り新たに美術連盟美術展　彩り新たに 各人の自慢の作品を持ち寄り　さつき盆栽展各人の自慢の作品を持ち寄り　さつき盆栽展

津軽三味線民謡舞踊フェスティバル　朗々たる調べ津軽三味線民謡舞踊フェスティバル　朗々たる調べ

晩秋を豊かに彩る秋のコンサート晩秋を豊かに彩る秋のコンサート

からす笑劇場たそがれシリーズPart ２からす笑劇場たそがれシリーズPart ２
「たそがれじさまのさすらいの一人旅」「たそがれじさまのさすらいの一人旅」
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みんなで歌おう　カラオケフェスティバルみんなで歌おう　カラオケフェスティバル

生けばな展では各人の力作が並ぶ生けばな展では各人の力作が並ぶ

編むあむサークル展示会編むあむサークル展示会
体験コーナーで一心不乱に熱中体験コーナーで一心不乱に熱中

文化の日に響く　プロムナードコンサート文化の日に響く　プロムナードコンサート

劇団赤ひげは女性中心での公演「これからごはん」劇団赤ひげは女性中心での公演「これからごはん」

今年の県美展では高校生の入賞が多数でした今年の県美展では高校生の入賞が多数でした

フォトクラブと厚岸映像集団「光風」の合同写真展フォトクラブと厚岸映像集団「光風」の合同写真展

煎茶道を楽しむ芸術祭茶会煎茶道を楽しむ芸術祭茶会



先
日
、
尾
花
沢
の
徳
良
湖
を
訪

ね
た
。
う
っ
す
ら
と
雪
化
粧
の
松

林
が
湖
面
に
映
え
、
一
幅
の
水
墨

画
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は

無
数
の
白
鳥
が
ま
る
で
小
舟
の
よ

う
に
波
に
身
を
ま
か
せ
て
い
た
。

さ
し
た
る
餌
も
な
い
東
北
の
寒
地

を
目
指
し
て
、
あ
の
広
漠
た
る
日

本
海
を
渡
り
来
る
の
だ
。
こ
の
雪

深
い
尾
花
沢
も
シ
ベ
リ
ア
よ
り
は

凌
ぎ
や
す
い
の
か
。

な
ん
と
も
、
い
じ
ら
し
い
姿
だ
。

エ
ッ
セ
イ
ク
ラ
ブ
は
同
人
誌

『
雑
木
林
二
十
八
号
』
を
発
刊
し

た
。

我
ク
ラ
ブ
は
危
機
を
迎
え
て
い

る
。
そ
れ
は
会
員
の
減
少
で
あ
る
。

新
し
い
書
き
手
を
捜
し
て
い
る

が
、
な
か
な
か
難
し
い
。

エ
ッ
セ
イ
は
特
別
コ
ム
ズ
カ
シ

イ
こ
と
を
や
っ
て
は
い
な
い
。
日

常
の
気
づ
き
を
サ
ラ
ッ
と
書
け
ば

よ
い
の
だ
。

俳
句
や
短
歌
と
同
じ
で
物
事
を

視
る
『
切
口
』
が
大
事
な
の
だ
。

み
な
さ
ん
、
い
っ
し
ょ
に
エ
ッ

セ
イ
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
年
も
、
村
山
市
芸
術
祭
の
最

後
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
雪
の
中
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
、
今
回
で
十
六
回

目
の
ラ
イ
ブ
と
な
り
ま
し
た
。
当

然
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
も
年
を
重

ね
、
か
つ
て
の
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
難
し
く
感
じ
る
時
も
あ

り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が

「
い
っ
た
い
、
い
つ
ま
で
ギ
タ
ー

片
手
に
歌
え
る
の
だ
ろ
う

か
…
…
」
と
い
う
思
い
を
持
ち
な

が
ら
、
今
日
ま
で
活
動
し
て
き
ま

し
た
。

先
日
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
結
果
、

二
十
回
目
を
最
後
の
ラ
イ
ブ
に
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

は
、
今
回
の
ラ
イ
ブ
会
場
で
も
観

客
の
皆
さ
ん
に
も
お
伝
え
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
ラ
ス
ト
四
回
の
ス

テ
ー
ジ
に
向
け
て
、
現
段
階
で
特

に
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
力
的

に
は
衰
え
て
も
、
常
に
向
上
心
を

忘
れ
な
い
の
が
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
で
す
。

年
齢
相
応
の
味
の
あ
る
歌
と
演
奏

を
お
届
け
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と

が
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ラ
イ
ブ
に
お

越
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
杉
島
諏
訪
太
鼓
保
存
会

は
令
和
六
年
十
二
月
に
結
成
四
十

周
年
記
念
公
演
を
無
事
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
二
年
越
し
の
開
催

と
な
っ
た
本
公
演
で
し
た
が
、
た

く
さ
ん
の
方
か
ら
ご
来
場
い
た
だ

き
多
く
の
声
援
の
お
か
げ
で
、
大

成
功
で
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

私
が
太
鼓
を
始
め
た
の
は
、
当

時
特
に
趣
味
の
な
か
っ
た
私
に
会

長
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
は
じ

め
は
太
鼓
に
興
味
の
な
か
っ
た
私

で
す
が
、
太
鼓
の
練
習
を
重
ね
る

に
つ
れ
て
次
第
に
興
味
が
わ
い
て

き
ま
し
た
。
太
鼓
を
続
け
る
中
で

大
き
く
変
化
し
た
出
来
事
が
、
東

北
六
魂
祭
に
山
形
花
笠
ま
つ
り
で

参
加
し
た
こ
と
で
す
。
東
日
本
大

震
災
の
復
興
を
願
い
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
私
は
福
島
県
が
初
め
て

の
参
加
で
し
た
が
、
沿
道
の
観
客

の
方
か
ら
「
来
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
た
だ
自
分

が
楽
し
い
だ
け
で
あ
っ
た
太
鼓
が
、

見
て
い
る
方
を
楽
し
ま
せ
る
、
ま

た
、
少
し
で
も
元
気
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
わ
か
り
、
太
鼓
へ
の

気
持
ち
が
変
化
し
た
出
来
事
で
あ

り
ま
し
た
。

杉
島
諏
訪
太
鼓
保
存
会
結
成
四

十
周
年
の
あ
ゆ
み
の
中
で
、
私
が

関
わ
っ
た
こ
と
は
ほ
ん
の
一
部
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
芸
術
・
文
化
に
触
れ
、
未
来

へ
つ
な
ぐ
た
め
努
力
し
て
い
き
た

い
で
す
。

響
け
未
来
へ

白
鳥
の
来
し
徳
良
湖
、
水
墨
画

�

杉
島
諏
訪
太
鼓
保
存
会　

加
　
藤
　
博
　
行

�

村
山
エ
ッ
セ
イ
ク
ラ
ブ　

倉
　
金
　
徳
　
嗣

フ
ァ
イ
ナ
ル
ま
で
あ
と
四
回

�

Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ　

佐
　
藤
　
栄
　
一
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次の未来へ　40周年記念公演「響」次の未来へ　40周年記念公演「響」

16回目のSKIPスーパーライブ16回目のSKIPスーパーライブ



今
年
で
六
十
回
を
数
え
る
芸
術

祭
。
こ
の
芸
術
祭
と
共
に
育
て
ら

れ
て
き
た
書
道
展
。
市
内
各
地
の

文
化
祭
等
か
ら
始
ま
っ
て
各
々
の

同
人
展
、
県
総
合
書
道
展
、
日
展

を
始
め
と
す
る
中
央
の
大
き
な
展

覧
会
で
入
選
、
入
賞
を
果
た
さ
れ

た
方
々
の
作
品
ま
で
一
同
に
会
し

て
発
表
し
、
鑑
賞
で
き
る
書
道
展

で
す
。

節
目
の
年
で
あ
る
今
回
は
、
通

常
開
催
で
は
展
示
し
て
い
な
い
県

展
版
の
サ
イ
ズ
の
作
品
も
多
く
出

品
さ
れ
、
大
迫
力
の
書
を
目
の
当

た
り
に
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

色
紙
展
は
今
回
で
四
十
六
回
を

数
え
ま
す
。
大
き
な
作
品
の
書
道

展
と
違
い
、
誰
で
も
気
軽
に
書
け

て
そ
の
雰
囲
気
を
楽
し
め
る
「
色

紙
」
に
特
化
し
た
書
道
展
で
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
百
十
名
、

百
四
十
三
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

志
布
市
長
、
高
橋
議
長
、
菊
池
代

議
士
、
能
登
県
議
、
出
品
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

近
年
は
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

な
が
ら
も
優
し
く
読
み
易
い
作
品

が
多
く
な
っ
た
様
な
気
が
し
ま
す
。

と
ん
だ
子
ど
も
達
の
作
品
、
枠
に

捕
ら
わ
れ
ず
自
由
で
奔
放
な
発
想

に
基
づ
く
作
品
が
多
く
驚
か
さ
れ

ま
す
。

色
紙
展
は
老
若
男
女
誰
に
で
も

優
し
く
、
楽
し
い
展
示
会
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
さ
あ
ぁ
、
身
近
な

言
葉
で
も
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
、

額
に
入
れ
て
み
る
と
、
立
派
な
作

品
の
完
成
で
す
。

大
正
琴
は
、
名
前
の
通
り
大
正

元
年
に
日
本
で
発
明
さ
れ
た
楽
器

で
す
。
発
明
し
た
の
は
名
古
屋
の

森
田
吾
郎
と
い
う
人
で
、
パ
ソ
コ

ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド
に
似
た
文
字
を

打
つ
機
会
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を

ヒ
ン
ト
に
考
え
出
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
昭
和
五
十
年
頃
か
ら

ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、
テ
ナ
ー
、

ベ
ー
ス
（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）
を
楽

し
む
よ
う
に
な
り
、
平
成
六
年
村

山
市
大
正
琴
連
盟
を
設
立
し
、
村

山
市
芸
文
協
に
加
盟
し
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
一
時
は
百
名

を
超
え
る
ほ
ど
の
会
員
が
お
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
数
名
に
な
り
淋

し
い
限
り
で
す
。
発
表
会
の
時
は

他
団
体
の
友
情
出
演
な
ど
も
含
め

て
公
演
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
県
や
東
北
、
全
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
大
会
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
平
成
三
十
年
に
は
静
岡
県

で
開
催
さ
れ
た
大
正
琴
一
斉
演
奏

の
ギ
ネ
ス
記
録
挑
戦
と
し
て
参
加

者
二
、八
六
四
名
の
一
員
と
し
て

参
加
し
、
記
録
達
成
認
定
証
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。

平
成
五
年
に
文
部
科
学
省
の
認

書
道
展
・
色
紙
展
『
自
由
奔
放
』

�

村
山
市
書
道
会　

青
　
柳
　
孝
　
雄

大
正
琴
の
由
来
、
今
後
は

�

村
山
市
大
正
琴
連
盟　

後
　
藤
　
敬
　
子

　村山市芸術祭開幕式の席上、令和６年度芸
術文化功労者が表彰されました。誠におめで
とうございます。� （10月25日市民会館）

芸術文化功労者を表彰

【功労章】
　大場ひろみ（楯岡・華道連盟）
【感謝状】
　戸津　和美（東根・楯岡小学校合唱部）
　峯田　博子（天童・楯岡小学校合唱部）
　加藤　博行（東根・杉島諏訪太鼓保存会）



可
を
受
け
た
こ
と
で
大
正
琴
は
学

校
教
育
の
中
で
教
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
県
外

で
は
子
ど
も
達
だ
け
の
演
奏
会
も

開
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
の

演
奏
会
で
は
男
性
に
よ
る
弓
弾
き

も
披
露
し
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。令

和
七
年
が
ス
タ
ー
ト
し
、
私

た
ち
は
本
年
も
公
民
館
主
催
の
ふ

る
さ
と
演
芸
大
会
や
春
の
バ
ラ
ま

つ
り
な
ど
、
市
内
外
の
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
に
進
ん
で
出
演
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
老
若
男
女

問
わ
ず
誰
で
も
弾
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

大
正
琴
連
盟
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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自由奔放に　子どもの書の色紙展自由奔放に　子どもの書の色紙展

誕生から百年以上の時を経て　大正琴の調べ誕生から百年以上の時を経て　大正琴の調べ



村
山
市
書
道
会
会
長
で
あ
り
、

村
山
市
芸
術
文
化
協
議
会
顧
問
の

斎
藤
湖
舟
氏
へ
市
制
施
行
七
十
周

年
記
念
式
典
で
名
誉
市
民
称
号
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

齋
藤
湖
舟
氏
は
岩
崎
潮
風
氏
の

後
を
継
ぎ
、
氏
の
創
設
し
た
創
琢

書
道
会
の
二
代
目
会
長
と
し
て
平

成
八
年
よ

り
務
め
て

い
ま
す
。

自
身
の
作

品
制
作
に

取
り
組
み

な
が
ら
、

書
道
教
室

や
練
成
会

を
開
く
な

ど
、
後
進
の
育
成
指
導
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
書
道
展

の
審
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
役
員
等
を
務
め
る
と
と
も
に
、

県
書
道
連
盟
の
副
会
長
と
し
て
普

及
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
浅
草
寺
に
十
年
毎
に
奉
納

す
る
「
大
わ
ら
じ
」
へ
の
揮き

ご
う毫
も

担
う
な
ど
、
書
の
向
上
や
普
及
に

広
く
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
人

物
で
す
。

贈
呈
を
受
け
た
湖
舟
氏
は
、
関

係
各
所
の
皆
様
へ
感
謝
を
述
べ
ら

れ
つ
つ
、
尚
一
層
の
精
進
を
熱
く

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
村
山
市
書
道
会

�

　

青
柳　

孝
雄
）

あ
と
が
き

あ
と
が
き

芸
文
だ
よ
り
編
集
委
員

青　

柳　

孝　

雄

（
村
山
市
書
道
会
）

佐　

藤　

栄　

一

（
村
山
市
社
会
音
楽
連
盟
）

後　

藤　

敬　

子

（
村
山
市
大
正
琴
連
盟
）

加　

藤　

博　

行

（
杉
島
諏
訪
太
鼓
保
存
会
）

倉　

金　

徳　

嗣

（
村
山
エ
ッ
セ
イ
ク
ラ
ブ
）

今
年
の
芸
術
祭
は
節
目
の
六
十

回
を
迎
え
ま
し
た
。

各
団
体
と
も
、
工
夫
を
凝
ら
す

の
に
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

数
カ
月
に
渡
る
稽
古
、
段
取
り
、

練
習
、
準
備
、
創
作
な
ど
、
流
石

に
発
表
会
、
展
示
会
は
素
晴
ら
し

い
も
の
で
し
た
。

原
稿
、
写
真
等
、
お
願
い
さ
れ

た
皆
様
方
、
丁
寧
に
ま
と
め
ら
れ

た
格
調
高
い
原
稿
、
構
図
の
い
き

と
ど
い
た
美
し
い
写
真
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
仕
上

が
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

新
規
加
入
者
の
激
減
を
心
配
す

る
団
体
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

若
い
も
の
に
負
け
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

�（
編
集
委
員
長　

青
柳　

孝
雄
）

４
・
９　

会
計
監
査

４
・
22　

三
役
幹
事
会

５
・
２　

理
事
会

５
・
10　

県
芸
文
協
常
任
理
事
会

５
・
23　

総
会

５
・
25　

県
芸
文
協
会
総
会

５
・
26　

山
形
交
響
楽
団　

ユ
ア

タ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
村

山
公
演
（
後
援
）

７
・
24　

市
町
村
芸
術
文
化
団
体

会
長
会
議

８
・
31　

三
役
幹
事
会

９
・
６
～
10
・
15　

　
　
　
　

最
上
川
展
～
小
松
均
・

真
下
慶
治
が
愛
し
た
母

な
る
川
～
（
シ
ン
ボ
ル

事
業
）

９
・
27　

三
役
幹
事
会

10
・
３　

芸
術
文
化
功
労
者
選
考

委
員
会

10
・
16　

県
美
展
こ
ど
も
県
展
村

山
巡
回
展

10
・
25　

村
山
市
芸
術
祭
開
幕

式
・
功
労
者
表
彰
式

11
・
16　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
び
の

び
文
化
教
室
（
日
本
舞

踊
）

11
・
30　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
び
の

び
文
化
教
室
（
演
劇
）

12
・
１　

第
九
演
奏
会
（
シ
ン
ボ

ル
事
業
）

12
・
17　

芸
文
だ
よ
り
編
集
委
員

会

12
・
20　

北
村
山
地
区
芸
文
協
地

域
懇
談
会

1
・
28　

芸
文
だ
よ
り
編
集
委
員

会

令
和
六
年
度

村
山
市
芸
文
協
の
う
ご
き

齋
藤
湖
舟
氏
へ
　
名
誉
市
民
称
号
贈
呈

は
じ
め
ま
し
て
。
む
ら
や
ま
少

年
少
女
合
唱
団
で
す
。
令
和
六
年

五
月
設
立
、
団
員
募
集
を
経
て
十

月
か
ら
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
団
員
は
五
名
。
中
学
生
、

高
校
生
、
大
学
生
と
い
う
と
て
も

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
メ
ン
バ
ー
で
す
。

村
山
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
合

唱
団
が
合
唱
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
中
学
生
や
高
校
生
等
が
中

心
と
な
っ
て
合
唱
を
楽
し
む
場
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
年
の
部

活
動
地
域
移
行
に
伴
い
、
学
校
を

超
え
て
活
動
す
る
中
高
生
等
を
対

象
に
し
た
合
唱
団
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
こ
の
合
唱
団
で
の
活
動
を

通
し
て
、
歌
う
こ
と
や
仲
間
と
声

を
合
わ
せ
て
合
唱
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
を
味
わ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

今
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
響

く
よ
う
に
練
習
を
積
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
前

で
演
奏
で
き
る
場
を
探
し
て
い
ま

す
。
是
非
、
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

（
む
ら
や
ま
少
年
少
女
合
唱
団

�

　

細
梅　

睦
子
）

��

む
ら
や
ま
少
年
少
女
合
唱
団

む
ら
や
ま
少
年
少
女
合
唱
団

注
目
！
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